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賠
償
と
廃
炉
を
優
先
す
る
の
が
筋

日
本
原
子
力
発
電
が
再
稼
働
を

目
指
す
東
海
第
二
原
発

（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
、

１
１
０
万
磁
。
茨
城
県
東
海
村
）

に
つ
い
て
、
東
京
電
力
と
東
北
電

力
が
安
全
対
策
に
必
要
な
資
金
を

支
援
す
る
意
向
を
表
明
し
た
。

小
早
川
智
明

・
東
電
社
長
は
衆

院
予
算
委
員
会
で

「低
廉
で
安
定

的
に
二
酸
化
炭
素

（
の
排
出
）
が

少
な
い
電
力
を
供
給
す
る
」
た
め

だ
と
答
弁
し
た
。

し
か
し
、
東
電
は
福
島
第

一
原

発
事
故
の
当
事
者
で
あ
る
。
他
社

の
経
営
支
援
を
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
る
の
か
、
他
社
の
原
発
再
稼
働

支
援
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の

か
、
の
重
大
問
題
が
あ
る
。

東
電
に
と

つ
て
優
先
す
べ
き
こ

と
は
原
発
事
故
に
よ
る
被
災
者

・

被
災
地
対
策
と
事
故
収
東
対
策
に

真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。

東
電
は
国
の
資
金
支
援
で
破
綻
を

免
れ
、
原
発
事
故
に
よ
る
損
害
賠

償
と
廃
炉
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
他
社
の
経
営
支
援
を
す
る
と

か
、
他
社
の
原
発
再
稼
働
支
援
を

す
る
立
場
に
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

賠
償
と
廃
炉
を
優
先
す
る
の
が
筋

で
あ
る
。

原
電
は
電
力
大
手
九
社
と
Ｊ
パ

ワ
ー
か
ら
の
基
本
収
入
と
債
務
保

証
で
原
発
経
営
を
維
持
し
て
い
る
。

原
電
の
原
発
四
基
は

一
基
も
稼
働

し
て
い
な
い
。
東
海
と
敦
賀
１
号

機

（福
井
県
敦
賀
市
）
は
廃
炉
作

業
中
。
敦
賀
２
号
機
は
重
要
施
設

直
下
に
活
断
層
が
あ
り
、
稼
働
の

見
込
み
は
な
い
。
加
え
て
昨
年
十

一
月
、
原
電
は
四
原
発
廃
炉
の
た

め
の
解
体
引
当
金

（計
千
人
百
億

円
）
を
、
敦
賀
３
、
４
号
機
の
新

設
に
流
用
し
、
手
元
に
五
百
三
十

億
円
し
か
残

っ
て
い
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な

っ
た
。
原
発
依
存
経

営
の
無
残
な
姿
で
あ
る
。

東
海
第
二
原
発
は
原
子
力
規
制

委
員
会
に
よ
る
新
規
性
基
準
の
適
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Ｏ
同
時
＝
十

一
月
十
日
～
十

一
日

○
場
所
＝
柏
崎
市

漏
整
李
分
娘
藤
暦

合
性
審
査
を
受
け
て
い
る
。
原
電

は
規
制
委
か
ら
安
全
対
策
に
必
要

な
資
金
確
保
２
異
付
け
を
求
め
ら

れ
、
三
社
に
支
援
を
要
請
。
必
要

額
は
千
七
百
四
十
億
円
と
見
込
ま

れ
、
東
電
が
相
当
額
を
支
援
す
る

と
い
う
。

ま
た
、
同
原
発
は
運
転
開
始
か

ら
四
十
年
を
迎
え
る
今
年
十

一
月

ま
で
に
再
稼
働
と
運
転
延
長
の
審

査
に
合
格
し
な
い
と
廃
炉
に
な
る
。

さ
ら
に
、
日
本
原
電
は
同
原
発

の
再
稼
働
に
当
た

つ
て
、
県
と
東

海
村
、
周
辺
五
町
村
と
二
月
二
十

九
日
、
事
前
同
意
を
得
る
安
全
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
合
格
し
て
も

地
元
同
意
を
得
ら
れ
る
見
通
し
も

な
い
。
こ
れ
ほ
ど
不
透
明
な
原
電
の
経

営
を
、
大
手
電
力
会
社
は
護
送
船

団
方
式
で
支
え
続
け
る
の
か
。
原

電
を
原
発
依
存
か
ら
脱
す
る
試
金

石
と
し
て
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

○
浪
江
一
万
五
千
人
申
し
立
て
交
渉
を
打
ち
切
り

（二
面
）

○

眉
筆
奏
希
」
卒
業
が
日
本
の
未
来
を
拓
く

（三
面
）

○

謬
監
父
外
要
冊
東
己
に
日
本
異
論

（五
面
）

●
現
在
、
世
界
で
稼

働
し
て
い
る
原
発
は
、

構
造
的
に
核
分
裂
生

成
物
を
大
量
に
環
境

に
放
出
す
る
苛
酷
事

故

（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ

ン
ト
）

の
危
険
を
排
除
で
き
な
い
●
こ

れ
ま
で
世
界
は
二

つ
の
苛
酷
事

故
を
経
験
し
た
。
①
加
圧
水
型

軽
水
炉

（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）
の
米
Ｔ
Ｍ

Ｉ
原
発
事
故

（
一
九
七
九
年
）

②
黒
鉛
減
速
軽
水
冷
却
チ
ャ
ン

ネ
ル
炉

（
Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ
）
の
旧
ソ

連
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

（
一
九
八
六
年
）
③
沸
騰
水
型

軽
水
炉

（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
の
福
島
第

一
原
発
事
故

（
二
〇

一
一
年
）

で
あ
る
●
共
通
す
る
構
造
は
固

形
核
燃
料
で
あ
る
こ
と
だ
。
核

分
裂
反
応
に
よ
る
核
分
裂
生
成

物
が
運
転
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
炉

心
に
蓄
積
さ
れ
る
。
そ
れ
が
核

分
裂
の
暴
走
か
、
冷
却
材
喪
失

か
の
炉
心
損
傷
事
故
が
起
き
れ

ば
環
境
に
大
量
に
放
出
さ
れ
る
。

ま
た
、
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分

の
見
通
し
も
な
い
。
未
完
の
技

術
で
あ
る
●

「
こ
れ
ら
原
発
は

人
類
と
共
存
で
き
な
い
」
と
い

う
こ
と
を
苛
酷
事
故
は
教
え
た
。


